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第17回総会ご案内

第17回総会を下記のように
開催いたします。

会ａ、ご家族の皆様お誘い

介せのうえご参加ドさい。

　　　　　　　

記

　　　　　　

日

　

時一一

　　　　　

６月５日（日）

　　　　

10 : 00～12 1 00

　　

第17回総会記念医療講演会

　　　　

13 : 00～15:00

　

演題「透析の合併症としての

　　　　　

循環Ｓ呻害」

　　　　　　

場

　

所

室蘭市障害福祉総合センター２Ｆ

総会当日はこの議案書をご持参下さい

昼食は道腎協で用意します。

北海道腎臓病患者連絡協議会
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第17回総会次第

開会のあいさつ

黙

　

と

　　

う

会長あいさつ

来賓あいさつ

祝電・メッセージ披露

議長選出

議

　　　　

事

　　　

平成５年度活動報告

　　　

平成５年度決算報告

　　　

平成５年度会計監査報告

　　　

平成６年度活助方針（案）

　　　

平成６年度予算（案）

　　　

平成６年度役員（案）

　　　

スローガンの採択

　　　

総会宣言

議長解任

閉会のあいさつ

昼食・休憩

10 : 00

１２：00

第17回総会記念医療講演会

　

13:00

演題

　

「透析の合併症としての循環器障害」

　　　

新日鉄総合病院循環器科

　

山口

　

康一先生

-
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X
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し
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ゞ
気
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Ｘ
Ｘ
Ｘ

平
は
じ
め
に

　

私
達
．
難
病
の
腎
瞰
病
患
行
に
レ
凪

て
．
混
吠
５
年
度
は
ま
さ
し
く
蝦
し
く

激
動
十
る
吐
会
情
勢
の
中
で
の
世
抒
勁

活
動
で
し
た

　

凩
近
の
政
府
~
-

<
ｈ
.
は
、
医
療
・
り
会

保
障
制
度
の
「
改
革
」
．
改
ま
」
を
Ｌ
体

と
し
て
．
全
て
の
医
雛
・
社
会
傑
瞭
を

ｕ
ヽ
直
し
．
国
の
「
責
任
・
負
担
」
、
国
民

の
「
［
ｄ
負
担
］
『
受
益
者
負
批
』
「
『

助
努
力
』
と
役
割
分
担
を
Ｌ
で
．
国
庫

負
担
削
減
を
‐
指
し
て
い
ま
す

　

現
在
．
検
討
中
の
．
部
を
あ
げ
て
-
t
J

ま
す
と
．
人
院
給
食
費
の
白
ｄ
輿
担
、

小
児
慢
性
疾
患
の
．
部
負
担
．
健
保
改

正
法
案
（
健
保
本
人
２
割
負
批
)
'
　
"
＊
:
療

保
険
の
給
付
水
串
・
範
囲
‐
民
間
保
険

の
活
用
等
、
全
て
に
お
い
て
洗
い
な
お

し
．
国
の
負
担
を
削
減
し
て
．
国
尺
に

転
嫁
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
岫
近
で

は
、
老
齢
年
金
に
っ
い
て
、
6
5
歳
か
ら

５
の
な
｀
給
が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す

　

粁
ｋ

に
お
い
て
、
～
叙
財
政
の
破
綻
を
．
ふ
い
．

川
民
の
～
欣
掛
恥
の
負
押
川
た
を
叫
ん

て
い
ま
す

　

そ
し
て
、
χ
‥
疾
病
・
べ
院
に
お
い
て

の
氏
療
費
の
Ｉ
■
■
＾
'
ｍ
制
（
包
括
化
）
も
進

ん
で
き
て
い
ま
十

　

通
院
透
析
に
お
い

て
も
ｆ
成
４
胆
Ｉ
‐
の
「
血
液
険
介
の

定
額
制
」
に
続
き
、
い
よ
い
よ
平
成
６

動

～
Ｉ
Ｕ
か
ら
人
－
Ｉ
臓
の
ぶ
町
制
（
マ

ル
メ
ご
が
実
砲
さ
れ
ま
し
た
’
一
の
．
．
定

額
制
J
は
透
析
技
術
吋
に
透
柘
腱
・
血

液
凝
固
阻
庄
剤
・
生
叩
食
塩
液
等
が
忿

ま
れ
、
阿
を
．
ど
れ
だ
け
使
川
し
て
も

卜
療
費
は
．
定
と
な
り
ま
十

　

・
ゐ
実

胞
に
ｔ
り
．
透
折
時
川
ぬ
短
縮
・
透
析

の
質
の
低
卜
・
八
‥
隆
症
．
の
．
治
療
に
吋
十

る
遅
れ
Ｉ
、
様
々
な
問
朗
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す

　

私
達
、
道
腎
協
は
、
こ
う
し
た
厳
し

い
状
況
の
巾
で
、
岫
川
総
会
で
確
認
し

‘
い
ａ
Ｉ
ｒ

　

た
l
i
.
"
動
方
別
に
そ
八
で
．
各
地
域
の
心

’

　
　

者
余
と
皿
に
多
・
様
な
活
勣
を
進
め
て
ｔ

　
　
　
　
　

い
り
友
し
た

２

　

１
年
間
の

　
　

主
な
活
動
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磁
腎
協
介
呵
ツ
ア
ー
を
糾
み
Ｈ
Ｊ
々
ｎ
内

患
筰
・
家
族
が
参
加
し
ま
し
た
I
"
Ｓ
５

京
都
の
近
辺
の
ツ
ア
ー
て
あ
り
、
べ
変

好
・
評
で
し
た
．

２
全
腎
協
と
の
厦
Ｉ
し
一
協
力

　

ｆ
成
５
年
心
も
令
腎
協
の
厦
ひ
‥
に
哨

樺
的
に
協
力
し
．
廣
岡
剛
会
長
が
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
八
Ｅ
腎
協
の
厦

営
i
i
＾
.
-
ｒ
r
に
な
り
．
佐
藤
利
國
運
営
委
ｎ

が
令
．
腎
協
幹
～
の
任
に
あ
た
り
．
そ
れ

　

３

そ
れ
の
＞
:
-
ｍ
で
協
■
-
-
V
し
て
き
ま
し
た
．

　

ま
た
．
道
ａ
:
＾
Ａ
し
て
は
．
国
な
病

院
の
職
廃
＜
z
川
ｍ
や
賃
金
職
員
（
看
直

婦
等
）
の
削
腱
問
題
．
障
一
年
昶
改
ぶ

問
題
冷
々
で
．
貨
腎
協
し
I
■
5
1
携
し
て
．

佃
伽
的
に
活
動
し
ま
し
た

閉

　

腎
提
供
登
録
者
拡
大
運
助

　
　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
腎
協
が
昭
和
5
6
年
ｔ
り
「
へ
ｈ
川
．

＜
t
i
B
［
＾
t
t
°
ｆ
ｉ
ｅ
≪
k

に
　
Ｈ
Ｍ
バ
ド
ド
‐

つ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

り
厚
生
竹
が
定
め
た
『
腎
侈
植
推
進
日
‥
．

第
2
3
川
令
腎
協
総
会
滋
賀
県
人
会

　

間
』
に
呼
心
し
．
道
腎
協
も
こ
の
「
‐



間
」
を
よ
り
盛
り
Ｌ
げ
．
腎
バ
ン
ク
へ

の
怪
録
i
ｔ
の
拡
人
を
め
ざ
す
様
々
な
啓

硲
連
動
を
展
開
し
ま
し
た

　

ｆ
成
５
～
1
0
‐
り
1
0
‐
．
．
部
地
城
を

除
き
べ
Ｌ
道
．
み
‥
に
取
り
組
ま
れ
．
参
加

Ｌ
、
数
は
、
患
行
・
家
族
・
医
療
関
係
者
・

心
腎
ベ
ン
タ
・
道
£
:
侈
:
Ｓ
*
ｃ
連
轜
協
議

余
・
谷
・
フ
で
オ
ン
ス
ク
ラ
ブ
几
け
政
関

係
れ
等
、
約
３
‐
８
・
０
人
位
の
叫
喚
で
行

わ
れ
ま
し
た
ホ
ケ
．
ト
テ
ィ
ツ
シ
ュ
・

峨
船
・
尿
試
験
紙
・
啓
発
チ
ラ
シ
等
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
ま
た
．
各
地
で
無

‐
血
圧
測
七
・
腎
臓
病
相
談
が
行
わ
れ

札
好
評
で
し
た
．

　

．
部
地
域
で
は
、
地
域
で
の
健
康
ま

つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
腎
登
剱
啓
発

ビ
デ
オ
を
放
映
し
て
．
大
変
関
心
を
呼

ん
で
登
録
が
増
え
た
等
．
地
城
で
の
イ

ベ
ン
ト
で
の
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
効
果

的
な
而
も
Ｕ
‘
受
け
ら
れ
ま
す

　

現
在
、
脳
死
移
植
論
議
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
論
議
の
せ
い

で
し
ょ
う
か
．
最
近
の
死
体
腎
移
植
の

件
数
が
減
『
て
き
て
い
ま
す
．

　

今
後
は
．
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、
ビ

デ
オ
や
パ
ネ
ル
展
．
小
等
視
覚
に
訴
え
る

等
．
Ｌ
友
を
し
て
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
い

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　

北
海
道
の
腎
侈
植
提
供
９
縁
者
数
は

１
３
、
５
１
５
私
（
平
成
６
年
１
川
末
)
、

八
Ｅ
国
で
は
４
１
４
。
４
３
４
名
（
ｙ
成

６
～
１
ｊ
日
り
末
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
５
年
度
の
『
腎
移
植
推
進
月
間
』

で
は
厚
生
大
臣
か
ら
道
腎
協
へ
、
長
年

の
Ｓ
:
S
E
i
植
推
進
活
動
に
対
し
、
感
謝
状

を
戴
き
ま
し
た
。

即

　

道
腎
臓
移
柚
推
遣
実
行
委
員
会

　
　
　

活
動
に
つ
い
て

　

道
腎
協
・
道
腎
バ
ン
ク
・
地
方
腎
移

植
セ
ン
タ
ー
・
道
腎
昨
航
者
会
の
４
者

で
結
成
さ
れ
。
腎
バ
ン
ク
ひ
縁
者
拡
大

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

　

平
成
５
年
８
川
札
幌
に
お
い
て
、
札

幌
腎
:
ｉ
<
＜
v
｡
の
協
力
を
得
て
、
東
区
の
モ

エ
レ
町
の
祭
り
会
場
に
て
。
腎
バ
ン
ク

登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
閣
催
し
ま
し
た
『

事
前
に
登
録
カ
ー
ド
を
配
布
し
た
・
一
と

も
あ
っ
て
、
9
0
歓
訊
‥
の
９
縁
者
が
あ
り

ま
し
た

　

ま
た
、
ｆ
成
５
年
1
0
U
1
5
～
1
7
H
、

札
幌
地
下
街
に
お
い
て
。
腎
登
録
啓
発

パ
ネ
ル
展
を
行
い
。
多
数
の
腎
ひ
録
片

を
得
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
５
年
８
月
か
ら
第
１

‐
曜
‐
に
吐
幌
の
ｆ
稲
運
転
免
許
試
験

場
に
お
い
て
。
Ｈ
り
１
川
の
腎
ひ
縁
キ
ャ

運転免許賦験場で腎提供重助

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
を
全
道
の
運
転
免
許
試
験
場
に
拡
大

す
る
c
定
で
す
。

㈲

　

国
会
請
願
署
名
・
募
金
運
動

　

・

　
　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

私
た
ら
は
、
医
療
と
福
祉
の
向
卜
を

め
ざ
し
、
腎
疾
患
総
八
い
対
策
の
確
立
の

願
い
を
実
現
す
る
た
め
。
平
成
５
～
度

も
令
腎
協
と
Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
‐
本
小
舅
‥
・
家

族
川
体
）
の
り
尽
の
国
会
請
噸
ｙ
名
・

匁
今
巡
勣
に
収
り
糾
み
ま
し
た
『

　

甲
成
５
年
1
0
月
か
ら
２
ヵ
‐
り
の
間
。

患
者
会
員
の
ご
協
力
で
、
八
Ｅ
腎
協
男
々
。
‥

2
6
.
2
5
4
名
・
募
金
頷
ｌ
、
３
７

９
、
６
－
４
川
（
内
訳
八
Ｅ
腎
協
1
5
・
　
０
２

０
６
、
９
４
２
円
、
道
腎
協
5
0
・
。
６
９

４
、
３
５
９
円
、
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
3
5
・
。

4
7
8
.
3
1
3
円
）
、
Ｊ
Ｐ
ｃ
?
ｔ
;
>
;
:
-



Ｉ
、
コ
５
６
訊
‥
・
吟
分
額
り
’
１
３
、
1

5
7
円
を
叱
め
ま
し
た

　

こ
力
川
会
請

願
祚
漱
は
川
会
請
恥
一
ｎ
勣
費
・
磁
腎
協
・

各
地
万
腎
友
発
の
活
動
力
ａ
ｆ
小
々
町
源

と
な
ご
‐
、
い
ま
す

　

こ
力
川
会
請
願
厦
勣
か
あ
る
か
ら
、

医
療
費
が
無
料
で
吻
心
し
て
、
透
析
か

受
け
ら
れ
る
の
て
あ
り
．
医
雄
福
相
旦

―
Ｉの

［
-
J
直
し
力
時
、

明
‐
は
3
*
7

"

-
^

令
内
掛
る
透
折
胆
れ

限
り
て
は
あ
り
ま
せ

八

　

医
竹
・
祉
会
保
障
剔
度
後
心
う
お

り
．
国
会
乱
願
行
勣
け
益
々
屯
要
に
な
い

て
き
て
い
ま
す

　

■
■
■
"
"

＾

!
i
£
!
~
j
川
八
．
九
州
恥
い
勅
は
．
ｆ
ｒ
心
６

～
３
-
■

n
目
．
べ
Ｌ
川
か
・
い
代
人
片
か
ち

加
し
、
道
腎
協
か
ら
は
廣
岡
唾
札
氏
こ
占

小
牧
)

　
■
　
＜
z
川
地
氏
（
室
蘭
）
・
横
内

栄
松
氏
（
道
南
）
の
３
私
か
本
直
一
川

の
衆
・
ぢ
両
議
は
及
び
厚
生
た
に
会
に

所
属
す
ろ
虞
い
に
紹
年
議
ほ
に
な
い
て

畝
く
ｔ
う
要
請
し
ま
し
た

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
旧
会
請
願
‐
動
は
．
ｆ
成

６
～
６
Ｈ
６
‐
に
、
冬
…
…
の
紹
(
_
議
ほ

か
ら
厚
ｔ
１
日
会
に
提
出
さ
れ
ろ
．
Ｐ
定

で
す四

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て

　

会
員
数
は
恥
成
一
年
度
-
*
-
て
2
.
６

７
８
々
１
‥
で
し
た
が
。
各
地
域
慟
社
余
の

町

々

Ｌ
０

ｙ
ｌ

１
３
５
:
>
＝
"
.
§
=
咄
一

々
り
ま
し
た

り

８

V
'
l
"

ｎｌ

　

り

１
３
■
s
c
:

カ

乙
Ｌ
川
ぷ
加
人
。
ｔ
均
･
i
'
T
-
は
印
ｉ
t
>
-
て
十

『
心
腎
協
は
や
じ
函
数
≒
の
状
態

市世
χ
‥
会
か
あ
る
か
・
り
今
の
状
況
で

安
心
し
て
透
析
が
々
け
』
‐
‥
れ
る
力
で
あ

り
、
申
Ｌ
″
ｎ
赳
動
か
シ
、
ト
。
７
し
た
ら
。

‐
　
"
Ｊ
w
抑
i
*
~
か
＾
■
ｄ
-
"
”
れ
川
昏

で
．
Ｌ
に
列
な
状
況
か
て
て
き
ｔ
十

　

’
一
れ

を
守
る
ち
に
活
勧
し
て
い
る
心
か
１
　
ｉ
Ｃ

会
で
あ
り
ｔ
ｊ

　

芥
地
滅
て
そ
わ
そ
れ
、
Ｉ
Ｊ
、
し
て
、

り
応
を
し
て
い
ま
す
か
。
－
リ
ヽ
か
ら
ｋ

咄
_
ｙ
の
世
も
は
々
か
々
か
川
人
し
て
載

け
な
い
の
が
川
状
で
十

　

へ
-
i
>
"
-
｡
Ｃ
、
引
き
続
き
ぺ
山
の
‐
余
ほ

－
１

粘
り
強
’
、
八
｛
．
ぷ
一
呼
ひ
掛
け
て
行

か
々
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん

(6)

広
報
活
動
に
つ
い
て

　

混
成
５
～
度
は
随
関
紙
ご
・
・
り
じ
ん
”

仝
５
回
発
行
し
ま
し
た
会
の
動
き
、

叶
余
・
福
祉
の
勣
き
、

^
｡
｡
-
■
-
｡
投
岫

資
０
、
広
報
は
皿
信
。
詐
ッ
ロ
レ
ッ
カ

活
動
、
透
哨
生
活
に
関
ず
る
情
報
々
‐
ご

を
’
掲
ｍ
．
そ
力
内
容
を
卜
た
し
て
い
ｔ

す
が
。
な
か
々
か
原
鯛
か
叱
ｔ
ら
な
い

17j協し

丿
！
、
以
川
７
ｊ

そ
力
他
山
」
報
に
い
い

＼
透
．
仰
．
・
リ
ｆ
ツ
」
そ
し

て
は
v
"
~
‐
り
力
時
報
「
ふ
Ｐ

ｆ
ｘ
ｔ

Ｉ
ｒ
―

乙
Ｉ
畔

役
ほ
に
吋

-

ｊ
々
‐
ご
の
配
布
に
ｗ
り
め
ま
し
た

剛

　

各
種
学
習
会
に
つ
い
て

　

心
賢
協
は
ノ
.
"
-
;
＾
:
-
r
^
以
東
よ
/
■
'
―
I~

医
療
知
識
向
―
’
白
た
＞
に
咄
‐
の
活

動
レ
ー
し
て
．
毎
り
医
療
講
・
同
穴
を
川
催

し
て
と
ヽ
・
ま
し
た

　

混
成
Ｓ
’
ｄ
’
心
は
８
川
１
‐
、
札
幌
巾

力
北
海
道
教
介
会
館
て
難
病
吐
の
｀
Ｌ
道

Ｂ
＜
A
分
科
会
と
い
う
こ
と
で
、
医
療
溝

邑腎協135回ﾌﾞ1

役員研修会

演
会
を
州
催
し
ま
し
た
７
．
次
性
副
甲

状
腺
機
能
完
進
症
」
と
い
・
り
テ
ー
マ
で
、

札
幌
北
楡
病
院
の
矢
木
川
印
匡
七
～
を

溝
師
に
招
川
し
て
ｈ
わ
れ
ま
し
た

　

副

甲
状
腺
の
役
割
・
病
態
・
Ｌ
術
の
実
際
。

術
後
の
竹
理
Ｉ
"
　
ｖ
i
i
y
刊
り
い
り
／
ｓ
、
１
汲
叫

さ
れ
『
沢
山
の
心
＆
・
家
族
が
参
加
・

質
問
さ
れ
た
変
好
Ｉ
で
し
た

　

ま
た
、
。
お
ｒ
成
５
り
1
0
日
り
3
1
‐
は
・
川
‐

の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
引
き
続
き
仕
μ
研

修
会
が
川
帷
さ
れ
ま
し
た

　

北
海
道
難
病
連
吟
陥
刈
～
″
の
少
葎
た

て
お
氏
を
講
師
に
『
お
迎
え
し
て
。
Ｈ

余
ほ
障
の
将
恥
像
に
っ
い
こ
、
お
話
し

－
ａ



て
戴
Ｉ
ま
し
た
社
会
保
瞭
の
公
的
責
任
・

私
的
酉
任
・
憲
法
2
5
条
は
権
利
で
あ
る

か
生
活
ヤ
て
を
似
障
す
る
わ
け
で
は
な

い
等
、
た
変
仔
意
義
な
講
義
で
し
た
、

81
Ｆ

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

活
動
に
つ
い
て

成
５
年
度
の
糾
織
状
況
は
会
員
数

２
、
８
１
３
々
ｕ
ブ
ロ
″
ク
数
2
1
レ
ー
な
っ

て
い
ま
十

　

外
ヅ
ロ
。
ヶ
で
の
活
動
と
し
て
は
。

外
印
の
講
演
余
、
学
習
･
i
'
A
'
　
　
ｉ
s
山
、
炊

小
遠
眼
、
食
卜
輿
な
ど
の
会
μ
の
槻
睦
。

交
流
を
図
る
催
し
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま

し
た

　

そ
し
て
芥
ブ
ロ
ヴ
ク
と
も
、
花
火
・

　
１
　
Ｌ
Ｈ
飾
り
。
収
売
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
沁
心
し

々
が
ら
会
費
以
外
の
活
動
資
叙
の
造
成

に
頑
帳
乙
．
で
い
ま
し
た
．

　

ま
た
、
滋
腎
協
で
も
滋
議
会
に
請
願

し
て
い
ま
し
た
釧
路
ブ
ｕ
″
ケ
（
中
．
標

津
）
．
心
雨
ブ
ロ
″
ク
（
．
～
差
）
で
の
透

析
施
設
開
駿
が
地
．
几
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
妊

～
の
連
勣
で
実
現
し
ま
し
た
．

室
蘭
ソ
ロ

~
T
-m
-

_
｡
-
.
T
T
_
-
｡
V
^

ツ
ク
で
の
福
祉
行
政
窓
‐

の
．
元
化
実
現
や
釧
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

通
院
交
通
費
増
額
実
現
等
、
積
i
＊
的
に

り
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
問
．
題
は

解
決
し
ま
せ
ん
、

　

し
か
し
『
筰
ブ
ー
ロ
ッ
ク
玖
、
役
ほ
の

鳥
齢
化
や
体
測
ｆ
良
等
活
勣
が
進
め
づ

ら
く
な
っ
て
い
る
所
も
で
て
き
ま
す

他
団
体
と
の
連
携

に
つ
い
て

　

北
海
道
難
病
適
の
中
で
腎
臓
病
部
会

と
し
て
碓
病
連
主
催
の
各
行
嘔
。
外
集

会
に
俑
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

ま
た
。
嘔
業
資
金
協
力
と
し
て
花
火
・

正
‐
飾
り
販
売
に

も
協
力
し
て
き
ま

し
た

　

さ
ら
に
。
各
ブ

ロ
ノ
ク
に
お
い
て

囃
病
迪
の
外
地
方

支
部
で
の
活
動
に

協
万
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
ｆ
成
５
犀

1
0
り
は
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ

か
ら
の
「
人
院
給

食
費
［
ｄ
負
担
］

に
対
ず
る
反
対
の

署
名
・
節
会
連
動

を
実
施
し
、
署
名

１
６
、
２
９
４
名
、

峰
会
８
－
１
、
６

６
２
川
レ
ー
短
期
間

な
が
ら
、
沢
山
の

●叫匂

.亀1
■)･･丿丿‘

方
の
ご
協
力
を
得
て
、
'

J
の
『
人
院
給

食
費
負
担
』
問
題
の
関
心
の
鳥
さ
が
佃
え

ま
し
た
’
一
の
|
1
C
^
は
。
半
成
５
年
１
１
月

１
５
‐
の
東
に
尽
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
街
頭
行
動
で
、
衆
・

参
国
会
議
は
に
ｆ
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
時
に
。
陸
療
保
険
審
満

会
委
口
‥
’
に
対
し
て
、
入
院
給
食
費
の
［

ｄ
負
担
反
対
の
要
望
ハ
ガ
キ
を
全
道
の

会
八
．
Ｌ
へ
　
　
人
に
茜
い
て
出
し
て
も
ら

う
運
動
も
し
ま
し
た
。

≒～ｊ●’≒－●ｔ６・J'

ＱＩ・１Ｊ

ｊ’「●・・

１，１４１Ｉ･･ｉゝ＆

かＩＩ

　

｜１・

ｆ

・●

∧!4叫，

道管協結成15川年記念シンポジウム

～腎臓病を考える集い～

1桝

　

そ
し
て
、
障
１
年
金
改
1
1
　
　
を
す
す
め

ろ
会
と
連
携
し
て
'
　
　
'
ｒ
*
生
尺
臣
、
厚
生

む
μ
に
吋
し
て
も
、
「
無
年
令
者
救
済
」

　

グ
目
立
で
き
ろ
弟
令
≒
３
年
尖
峰
制
度

撤
廃
」
を
喫
ψ
す
る
ハ
ガ
キ
連
勁
を
行

い
ま
し
た

0）

道
腎
協
1
5
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て

平
成
５
年
の
第
1
6
川
定
期
総
会
終
．
Ｊ

早成５年６月６日ｌ

　　

午後1 00 -午●３ ００
ホテルユニオン７Ｆ大言札幌弔中央区鳥３余西12丁目

鵜
所

日
場

北海道腎臓病忠肴連絡協議会
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後
。
午
後
か
ら
道
腎
協
1
5
周
年
記
念
シ

ン
ボ
ジ
ュ
ウ
ム
と
し
て
、
『
腎
臓
病
を
考

え
る
集
い
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
札
幌

社
会
保
険
病
院
の
戸
沢
先
生
「
糖
尿
病

と
腎
臓
病
」
。
市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
セ

ン
タ
ー
平
野
先
生
「
こ
こ
ま
で
き
た
腎

移
植
」
、
札
幌
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
月
居
氏
『
腎
登
録
啓
発
運
動
』
、
道
腎

移
植
者
連
絡
協
離
会
松
浦
氏
「
腎
臓
移

植
体
験
者
と
し
て
」
の
４
名
を
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
て
。
新
聞
・

Ｔ
Ｖ
等
報
道
関
係
に
も
依
頼
し
て
、
道

民
へ
の
腎
臓
病
に
っ
い
て
考
え
て
も
ら

う
機
会
を
設
定
し
ま
し
た
。
お
陰
で
　
　

般
の
方
々
も
多
数
見
え
ら
れ
、
私
達
の

活
動
が
少
し
は
理
解
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
模
様
は
、

機
関
紙
。
ど
う
じ
ん
’
臨
時
号
と
し
て
、

配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
実
態
調
査
も
現
在
分
析
中
で
す
。

３

　

お
わ
り
に

　

こ
の
１
年
間
は
、
医
療
保
険
制
度
の

見
直
し
・
社
会
保
障
の
将
来
像
委
員
会

の
中
間
ま
と
め
等
、
厚
生
大
臣
や
厚
生

省
の
諮
問
機
関
を
通
じ
て
、
国
の
都
合

の
良
い
答
巾
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
‘
’
…
室
の
中
で
論
離
さ
れ
。
私
達

国
民
に
判
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
が

実
悄
で
す
。

　

平
成
６
年
４
月
か
ら
の
人
工
腎
臓
の

　

「
定
額
性
（
包
括
化
ご
で
も
、
中
央
杜

会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
に
諮

問
し
、
２
日
間
で
答
申
す
る
と
い
う
早

さ
で
、
私
達
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず

決
定
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
。
私
達
が
直
而
し
て
い
る
問
題
は
。

〈
口
併
症
や
。
高
齢
化
で
、
介
護
者
が
い

な
け
れ
ば
通
院
が
困
難
な
患
者
や
、
介

護
者
が
い
て
も
。
タ
ク
シ
ー
で
の
通
院

の
為
に
１
ヵ
月
の
通
院
交
通
費
が
多
額

で
困
っ
て
い
る
患
者
が
沢
山
い
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
一
人
暮
ら
し
で
通
院
が

出
来
ず
に
入
院
し
て
い
る
思
者
等
、
全

道
各
地
か
ら
切
実
な
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
こ
の
声
を
行
政
に
届
け
、
そ
の

地
城
に
合
っ
た
対
策
を
要
望
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

誰
で
も
い
っ
か
は
、
乍
を
取
り
、
合

併
症
に
な
り
ま
す
。

　

他
人
事
で
な
く
、
自
分
の
問
閣
と
し

て
と
ら
え
、
よ
り
一
層
の
団
結
と
協
力

で
、
こ
れ
ら
の
問
晒
を
解
決
す
る
よ
う

今
後
の
患
者
運
動
を
進
め
て
行
き
ま
し
よ

会計監査報告

　

平成５年度決算＆に基づき、関係帳簿、領収書、預金通

帳等を厳正に桁査した結果、決算書の通り相違なく、いず

れも正確、妥当である事を報告いたします。

平成６年３月31ロ

会計監査安

　

江

　

良

　

和⑩

　

ﾀ/

　　　

棚

　

田

　

まゆみ俳

－７－



(支出の部)

科　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　考

会　　継　　費 1,950,000 1,108,568 56.8

ブロック会議費

運営委員会費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

600.000

450,000

500,000

200.000

200.000

434.224

376.879

114,947

120.110

62､408

72.4

75.4

23.0

60.1

31.2

４月開催

９月、２月．３月開催

全道集会他

負　　担　　金 5,401,000 5,407.300 100.1

加盟分担金

全国会負担金

　361.000

5.040.000

　361.000

5.046.300

100.0

100.1

難病連

全腎協

事　　業　　費 3,200.000 2,590.279 80.9

総　会　費

機関　紙費

活　動　費

　800,000

1.700.000

　700.000

　810.587

1.194.832

　584,860

101.3

　70.3

　83.6

議案書、会場費他

事務局運営費 4,238,000 3,770,258 89.1

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

乍務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　150,000

　170.000

　　90.000

　200.000

　624.000

　150.000

　120.000

　120.000

　100,000

　　30.000

2.400.000

　　20.000

　　64､000

　　98.466

　147,871

　　67.460

　184.400

　624.000

　101.089

　　67.271

　116.401

　　91,855

　　33.825

2.154.200

　　19.420

　　64.000

　65.6

　87.1

　75.1

　92.2

100.0

　67.4

　56.1

　97.0

　91.9

112.8

　89.8

　97.1

100.0

切手代他

振替料他

水道、電気、ガス

コピーリース他

労災保険料

予　　備　　費 528,763 ０

運営会計繰出金 - 2,400.000

次　期　繰　越 - 312.399

合　　　　計 15,317.763 15.588.804 101.8

－８－



(収入の部)

平成５年度一般会計決算報告

　　　　　　　　　　　　　

皇 諭
日
日

1
3
1

月
月

４
３

年
年

科　　　目 予算額 決算額 ％ 偏　　　　考

会　　　　　費

配分交付金

国会請願募金

寄　　付　　金

物品販売益

広　　告　　料

雑　　収　　入

11.760.000

　　961,000

　　800,000

　　50.000

　　150,000

　　50.000

　　50.000

11.880.050

　　961.000

　　827.156

　　156.000

　　123.931

　　60,000

　　83.904

101.0

100.0

103.4

312.0

　82.6

120.0

167.8

道の助成金

どうじん広告料

運営安定繰入金 1.200.000 1.200.000 100.0

小　　　計 15.021,000 15.292.041 101.8

前　期　繰　越 296.763 296,763

合　　　計 15,317.763 15,588.804 101.8

(収入の部)

平成５年度特別会計決算報告

　　　　　　　　

一一一一一

　

－
自
至

平成５

平成６
日
日

1
3
1

月
月

４
３

年
年

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

ブロック育成費 690.000 690.000 全腎協より

キャンペーン売上金 200.000 311,442 キャンペーン用品

募　　金　　箱 100.000 114,890

雑　　収　　入 5.000 888 受取利息他

前　期　繰　越 382,098 382,098

合　　　　計 1,377.098 1.499.318

(支出の部)

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

ブロック会議 500.000 354,577 10月開催

用　品　購入代 330,000 391,585 キャンペーン用品

移植推進活動費 300.000 43.880

雑　　　　　　費 50.000 34.402 発送代

臓器移植基金 100.000 100,000 道腎バンクへ

予　　備　　費 97.098 ０

運営会計繰出金 - 100,000

次　期　繰　越
一一一
　合　　　　計

- 474.874

1.377.098 1.499.318

９－



(収入の部)

平成５年度15周年記念積立金決算報告

　　　　　　　　　　　　　　　

望旨
‐
日

1
3
1

月
月

４
３

年
年

　　科　　　　目　｜　r･専額
　　　　一　　－　　　一一　一　　－
　受．取＿型　息

ｔ　∃o･9o(?＿

ゴし＿期　繰___越　1,8で5,571

　　合　　　　計　　　1.895.571

決算額
一一一‥

　　　－　－　-－

‥　　　--－　－

　　17.091
　　－－一一1.875.571

1.892.590

(支出の部)

　　科　　　　日

一一
　実行委員会費

　　　--－　　一
　通　　信　　費

‥-一一
　印　　刷　　費
－－　－
　記念講演会費

　雑　　　　　　費
－
　ｆ　　備　　費

　次　期　繰　越

　　　　－-－　一一一一
　　合　　　　計

r･算額

　200.000

　50,000

　　　－－
　500.000
　　　一一一一一　500.000

　　50.000

　595.571

1.895.571

プこ〉゛二不二

‥

　ニド讐瓢

ﾑ･臨4‾li石‾

　　10,625

　　　　4　--　　　　　-‾　‾　　‾
　ごごゾ　一一　‥

平成５年度運営安定会計決算報告

(収入の部)

自

　

平成５年４月1 H
至

　

平成６年３月31Ｈ

　科　　　　日　　　予算額

受　取　利　息　　　20.000

繰　　人　　金　‾‾‾‾

Ilil　‾i4月　繰　越

ﾔ

2.598､415

　跨　　　　訃　: 2.618.415

決算額

　　21.071

2.5(0,00《)

2,598..115

5.119.486

　　　備　　　　　　考　＿　＿　　　　　＿　＿＿

　‥－
-一般会計より240万円．特別会計より10万円

　　　　　一一　一一　　一一　一一一

一一一一－－－　－　　　－－　-－-－

(支出の部)

　　　科　　　　Ｈ
－　－　一　繰　　出　　金

　　予算額

　■㎜　㎜　　】.200,000

－
　　1,418,415

　　　　一一一一一一
　　2.618.-115

決算額

1,200,000
－‥-
3,919,486

　－－　－－5.119.486

　　　　　備　　　　　　考

　一般会計へ

一一一‥－　一一一
次　期　繰　越

一　合　　　　訃

平成５年度退職給与引当金会計決算報告
自

　

平成５年４月１日
至

　

平成６年３月31日

　　科　　　　目
－－－－　　　　　一
　前　期　繰越　金

　　　　　　　　　　　　一　今期　積　立　金

　　　　　　　　　　　　一　　合　　　　訃

　　ｆ算額
　　－－－　－　　　40,000

　　　6-1,000
－　　一一一
　　　104､000

決算額

　40.000
－－－

　64.000

　　　　　備　　　　　　考

　　　　　　　　一一一一－　　－　－－

－-－　　－　一一…－‥－

104.000

－10－
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は
じ
め
に

　

全
閥
的
に
．
人
員
削
減
・
事
業
所
閉

鎖
等
の
長
期
的
不
況
の
中
で
．
郵
便
料

金
・
電
話
料
金
等
、
公
共
料
金
が
引
き

ｋ
げ
ら
れ
、
高
齢
者
・
患
者
・
障
害
者

な
ど
の
『
社
会
的
弱
者
』
に
．
そ
の
し

わ
寄
せ
が
ま
と
も
に
押
し
寄
せ
、
生
活
・

就
労
な
ど
を
困
難
に
さ
せ
て
い
ま
す
．

　

ま
た
、
最
近
は
消
費
税
の
引
き
Ｌ
げ

が
検
討
さ
れ
、
益
々
経
済
的
触
盤
の

い
．
低
所
得
者
に
厳
し
い
風
が
吹
い

き
ま
す
。
将
家
の
高
齢
化
に
向
け
た

・
｀
卜
―
‐
Ｉ
”
―
．
ｌ
χ

　

一
Ｉ
Ｓ
！
一
ｌ
ｉ
ｌ

祉
財
源
造
り
と
い
う
こ
と
で
す
が

在
の
消
費
税
で
も
欠
陥
だ
ら
け
で
ノ

め
た
税
が
全
額
国
の
歳
入
に
な
ら
ず

事
業
者
の
益
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

｀集現福て嚇l’

　

そ
ん
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
平
成
６

年
４
月
か
ら
診
療
報
酬
で
っ
い
に
『
人

工
腎
臓
の
定
額
制
（
マ
ル
メ
）
』
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
人
工
腎
臓
だ
け

の
包
括
化
で
す
が
、
将
来
は
透
析
治
療

全
体
へ
の
波
及
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
し
わ
寄
せ
は
。
必
ず
患
者
自
身
に
降

り
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

今
、
私
達
の
直
面
し
て
い
る
緊
急
性

淮§
K
＼
X
-
｡
l
C
.
M
、

　

り
、
ヾ
肖

ヾ.'l

　　

l.･
.･μ･χｸ肖χ.･M

11年|

べぞＭＫ

｀丿･･l'･1 ･1 ･{･.
浦

ﾉ

ﾉ

ﾔﾄﾞ･ご･･^ ■>･ｙ
動

･卜x卜･i
方

･|

　

．

ｘ
、
ｘ
｀
ｘ
ｘ
ｙ
ｘ
λ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ

の
強
い
大
き
な
問
ｗ
は
、
嬰
介
護
患
者

へ
の
対
応
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰

で
も
年
を
取
り
〈
り
併
症
が
出
て
き
ま
す
。

単
身
で
暮
ら
す
鳥
齢
の
透
析
思
者
や
介

護
者
が
い
な
く
通
院
が
…
旧
曜
な
患
膏
が

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
介
護
患
者
へ
の

社
会
的
な
条
件
の
整
備
を
緊
急
的
に
進

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

道
腎
協
は
。
令
腎
協
及
び
医
療
橘
祉

関
係
者
と
共
に
会
員
の
生
活
を
守
る
為
、

運
動
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

２
１
一忿･

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

　
　

「
腎
臓
移
植
推
進
月
間
」
成
功
の

た
め
、
患
者
の
立
場
か
ら
、
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
み
。
腎
バ
ン
ク
登
録

者
拡
大
の
た
め
、
第
1
4
同
全
国
一
斉

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　
　

「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
の
早
期
確

立
を
め
ざ
し
。
全
腎
協
第
2
4
次
国
会

請
願
署
名
募
金
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

③
全
腎
協
の
役
員
と
し
て
２
名
を
送

　

り
、
そ
の
運
営
に
協
力
し
ま
す
。

④
Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
の
身
障
者
割
引
制
度

χ
一
’
≒
”
χ
い

Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｉ
．
Ｘ

一
ｉ
Ｉ
‘
一
ゝ
Ｓ
Ｘ
一

i.‥

　

X

ｊ
｀
ｉ
？
～

≪
｡
'
■Ｘ
'
-
.
Ｘ
'
。
χ
『
Ｍ

　

の
距
離
制
限
を
撤
廃
す
る
運
動
を
進

　

め
ま
す
。

・
５

　

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
全
国
的
な

　

問
閣
に
対
し
て
、
忿
腎
協
と
北
に
連

　

勤
を
進
め
ま
す
。

３

道
内
活
動
の

取
り
組
み

①
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
要
望
事
項

　

実
現
の
た
め
関
係
機
関
に
対
し
て
、

　

陳
情
、
要
請
行
動
を
進
め
ま
す
。

一
１
本
道
に
お
け
る
娶
介
護
患
者
対
策

　

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

・
ｊ
本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
費
助
成

　

充
実
を
進
め
ま
す
。

『
１
　
北
海
道
透
析
医
会
、
医
療
機
器
メ
ー

　

カ
ー
な
ど
と
の
連
携
や
交
流
を
深
め

　

ま
す
。

⑤
腎
移
植
推
進
の
た
め
。
『
腎
移
植
推

　

進
委
員
会
』
活
動
を
強
化
し
、
腎
提

　

供
登
録
者
拡
大
運
動
を
進
め
ま
す
。

⑥
道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
、
Ｊ

　

Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
署
名
・
募
金
運
動

　

に
取
り
組
み
ま
す
。
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組
織
・
財
政
・

広
報
活
動
に

つ
い
て

Ｘ
い

｝
’
．

Ｘ
〃

　

Ｘ

ｘ
』

ｋ
『
‘

ｋ
、
ｗ

４
　
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
を
強
化
す
る
た
め

　

に
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
検
肘
委
員
会
」

　

を
作
り
、
活
動
を
進
め
ま
す
。

②
運
営
委
員
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　

充
実
に
努
め
ま
す
。

③
後
継
役
員
育
成
の
為
の
役
員
研
修

　

会
を
闘
催
し
ま
す
。

④
会
員
を
３
、
１
０
０
人
と
す
る
こ
と

　

を
目
標
に
組
織
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑤
健
全
財
政
確
立
の
た
め
。
会
費
納

　

入
の
充
実
、
販
売
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑥
臓
器
移
植
基
金
の
た
め
、
募
金
箱

　

運
動
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

⑦
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識
向
上
の
為
、

　

腎
臓
病
の
本
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

⑧
機
関
紙
″
ど
う
じ
ん
’
の
年
５
回

　

の
発
行
と
『
今
月
の
情
報
』
の
毎
月

　

発
行
に
努
め
ま
す
。

⑨
新
医
療
法
等
、
患
者
に
関
す
る
医

　

療
・
福
祉
の
情
報
を
機
関
紙
を
通
じ

　

て
、
周
知
し
ま
す
。

Ｈ



(支出の部)

科　　　　日 Ｈ５年度決算額Ｈ６年度予算額 構成比 備　　　　考

会　　塵　　費 1.108,568 1，900,000 11.3

幹　事会　費

運営委員会費

役員研修会費

全腎協参加費

難病達参加費

434.224

376.879

114.947

120,110

62,408

600.000

500.000

300,000

300,000

200,000

３．６

２．９

１．８

１．８

１．２

旅費、会場費、４月開催

旅費､会場費､９･２・３月開催

総会・幹事会

全道集会他

負　　担　　金 5.407,300 5.941.000 35.4

加盟分担金

全国会負担金

　361,000

5.046.300

　361,000

5.58C〕,000

　2.2

33.2

難病連

全腎協3,100名×1.800円

事　　業　　費 2.590.279 3.70C〕.000 22.1

総　会　費

機関紙　費

活　勤　費

　810.587

1.194,832

　584.860

1.200.000

1.700,000

　800.000

　7.2

10.1

　4.8

室蘭開催

４回発行

事務局運営費 3.770,258 4.630,000 27.6

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　　98.466

　147,871

　　67.460

　184,400

　624.000

　101.089

　　67.271

　116.401

　　91.855

　　33.825

2.154.20C〕

　　19,420

　　64,000

　200.000

　170.000

　100.000

　200.000

　624.000

　180,000

　120.000

　130.000

　120.000

　　50.000

2,700,000

　　20,000

　　16.000

1.2

1.0

0.6

1.2

3.7

1.1

0.7

0.8

0.7

0.3

16.1

　0.1

　0.1

52.000円x12ヵ月

水道，電気、ガス料金

コピーリース

事務局長･事務局員･アルバイト

予　　備　　費 ０ 602,399 ３．６

運営安定繰出金 2,400.000 -

次　期　繰　越 312,399 -

合　　　　計 15.588,804 16.773.399

－12－



(収入の郎)

平成６年度一般会計予算(案)
自
至

平成６年４月ｌ
平成７年３月31

日
日

科　　　日 Ｈ５年度決算額Ｈ６年度予算額 構成比 備　　　　考

会　　　　　費

配分交付金

国会請願募金

寄　　附　　金

物品販売益

広　　告　　料

雑　　収　　入

運営安定繰入金

11.880.050

　　961.000

　　827,156

　　156.000

　　123.931

　　60.000

　　83.904

　1,200.000

13.020.000

　　961.000

　　800,000

　　50,000

　　130,000

　　50.000

　　50,000

　1,400.000

79.1

　５．８

　４．９

　０．３

　０．８

　０．３

　０．３

　８．５

3.100名×4.200円

道の助成金

募金の道腎協分

物品、本の販売

どうじん広告料

受取利息他

小　　　計 15.292,041 16,461,000 100.0
－-－　　　　　-－－－-－

前　期　繰　越 296.763 312.399

合　　　計 15.588,804 16.773.399

(収入の部)

平成６年度特別会計予算(案)
白
至

平成６年４月１

平成７年３月31

日
日

科　　　　目 Ｈ５年度決算額Ｈ６年度予算額　　　　備　　　　　　考

　　　　－－　　一一　－－　一一
全腎協よりブロック育成費 690.000 690.000

350.000キャンペーン売上金 311.442 キャンペーン宣材

募　　金　　箱 114.890 100,000
　　　　　　－　一一一

受取利息他

　　　　一一一一一　　　　－

　　　　　　　　－－　　　　－

雑　　収　　人 888 2.000

前　期　繰　越 382.098 474.874

合　　　　計 1.499,318 1.616.874

(支出の部)

科　　　　目 Ｈ５年度決算額Ｈ６年度予算額 備　　　　　　考

ブロック会議 354,577 500.000 10月開催

用　品購入代 391,585 400.000 キャンペーン宣材(地方分､道腎協分)

移植推進活動費 43.880 200.000

雑　　　　　　費 34,402 50.000 発送費他

臓器移植基金 100.000 100.000 道腎バンクへ

予　　備　　費 ０ 366,874

運営安定繰出金 100.000 -

次　期　繰　越 474.874 -

合　　　　計 1.499,318 1.616,874

－13－



(収入の部)

平成６年度15周年記念積立金予算(案)

　　　　

－

　　　　

－－

自
至

平成６年４月１日

平成７年３月31日

科　　　　目　ＩＨ５年度決算額 Ｈ６年度予算額 備　　　　　　考

受　取　利　息 17.019 20.000

前　期　繰　越 1,875.571 　1.358.126
一一一　-
　1,378.126合　　　　計 1.892.590

(支出の部)

科　　　　日 Ｈ５年度決算額Ｈ６年度予算額 傭　　　　　　考

実行委員会費 39.842 　　100.000
－一一一一
　　50.000通　　信　　費 8,405

印　　刷　　費 102.950 　　　500,000
一一‥

実態調査報告書

記念講演会費 372,642

雑　　　　　　費 10.625 50､000

予　　備　　費 ０ 678.126

次　期　繰　越 1.358.126 -

合　　　　計 1.892,590 1.378.126

(収入の部)

平成６年度運営安定会計予算(案)

　　　　　　　　

＿

自

　

平成６

至

　

平成７
日
口

1
3
1

月
月

４
３

年
年

科　　　　日 Ｈ５年度決算額Ｈ６年度予算額 備　　　　　　考

受　取　利　息 21.071 20,000

繰　　入　　金 2.500.000
　　一一一
　3.919.486前　期　繰　越 2.598,415

合　　　　計 5.119,486 3､939.486

(支出の部)

科　　　　目 Ｈ５年度決算額Ｈ６年度予算額 備　　　　　　考

繰　　出　　金 1.200,000 1,400.000 一般会計へ

予　　備　　費 ０ 2.539.486

次　期　繰　越 3,919,486 -

合　　　　計 5.119.486 3.939.486
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ﾚコニ平成６年度役員候補者(案)二
【運営委 員会】

役職名 氏　　　名 ブロック名

会　　　長 岩　崎　　　薫 (札幌)

(苫小牧)副　会　長 　廣　岡　達　夫

一一一
　上　田　　　弘 (釧路)

　　　‥－－
'jr務局長

鈴　木　啓　三 (札幌)

川　村　隆　志 (札幌)

嘔務局次長 三　上　留美子

堀　井　和　彦

－　－　　　㎜㎜㎜㎜㎜　四宮本好和

一一一
枝　　　　勇

佐　藤　朱　美

(札幌)

(札幌)

(札幌)

　　　　一一(札幌)

運営委員

　　/ｱ

　　ﾉﾉ

-－

　　j/

　‥－一一

　　/y

(札幌)

佐　藤　利　國 (室　蘭)

西木戸　隆　博 (北　見)

柳　本　　　一 (旭川)

塚　本　義　彦 (十勝)

一一
田　中　政　夫 (道　南)

斉　藷　一　子 (小樽)

会　　　訃 村　本　徳　雄 (札幌)

【幹 事 会】

役職名 氏　　　名 ブロック名
-一一
(札幌)｜幹　　　事 村　井　義　雄

柳　沼　正　一 (札幌)

　　II
－

　　//

三　沢　祥　子 (札幌)

北　　　征　子 (小樽)

佐　藤　昌　夫 (旭川)

１　　　ﾒ/ 　乙　竹　隆　ヒ

一一-　一一一
藤　田　勝　美

(稚　内)

(留萌)

横　内　栄　松 (道　淘)

村　田　明　光 (苫小牧)

役職名 氏　　　名 ブロック名

幹　　　事 合　田　　　晃 (室蘭)

土　角　福　寿 (滝川)

(十勝)

僑　本　　巌 (f』||路)

一一
(網走)

(紋別)

原　田　幸　一

井　上　　茂ﾉ/

一一

// 小　原　洋　一 (北　見)

浦　　　正　明 (夕　張)

進　藤　繁　幸 (岩見沢)

　//
－‥-一一

　//

(江別)

渡　辺　　　寛 (面河)

岡　田　昌　治 (根室)

江　島　　　寛 (千歳)

鈴　木　春　美 (深川)

　一一(札幌)会計監査 棚　田　まゆみ

安　江　良　和 (旭川)

【全腎協派遣役員】

　

役職名

ブ・ツク代友

　

＿

　　

＿

幹

　　　

小

　　

氏

廣

　

岡

佐

　

藤

【道難病連

　役職名

理　　　･μ

氏

岩　il

評　議　員 鈴　ｊ

廣　Ｒ

柳　刈

μ

/ﾉ

俊

一－一佐　瓦

事業資金委員 川本
－－

　　

名

進

　

夫

利

　

國 (窒関)

-

－ －

【道難病連派遣役員】

一

一一

-

量役員】

名 ヴロ･ヴタ･ ｜

薫 (札幌)

一一
(札幌)許　三

一　一一
塗夫 (苫小牧)

- (旭川)

－　一一一一
(札幌)勇

f･I」國

－　一
蜃　志

-一一

(室蘭)

(札幌)
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今、雛病忠者や私達透析者は治療の包括化等、厳しい冬の時代に逆戻りしよう

としています。過去に先人達が命を懸けて。造りあげた社会・医療保障（福祉）

体制が、根本から洗い直され改悪されています。「杜会保障将来像委員会」中間報

告では、「公的責任」と「私的責任」の役割分担や一部の社会保障は民活導入で代

行するなど国の負担を軽減し。「受益者負担」を答申しています。

　

しかし、今本道では、通院するのに歩行が困難、合併症、高齢化の為、年金の

殆どが通院交通費のタクシー代に消えてしまうという要介護透析患者が増えてい

ます。平成６年度からは、地方自治体に福祉の基本が移され「老人保健福祉計画」

がっくられました。我々透析患者も地域住民として、各自治体にこれらの要介護

心者対策の要望などをしていかなければなりません。

　

今年度も、私達患者が将来にわたって安心して、透析や生活ができるよう、会

員・家族共に一致団結して運動を進めていきます。

　　

平成６年６月５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道腎臓病患者連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第17回室蘭総会

案
３

1
1
1
1

16

１。

２．

３．

４．

５．

６．

７．

平成６年度スローガン(案)

腎臓病の研究､予防､治療の｢腎疾患総合対策｣の確立を／

要介護患者対策の確立を./

慢性腎炎忠者の公費負担を./

腎バンク登録の拡大を./

本道における通院交通費助成の充実を／

人工腎臓の診療報酬は透析医療体制確保に見合う保障を./

有料道路割引制度の内部障害者への適用を./

８。強囚な組織、3,100人の道腎協を／

総
ふ
ヱｉ 宣

一三-
-
IZZI

ぐ



第
１
条
（
名
称
・
所
在
地
）

　
　

本
会
の
名
称
は
、
北
海
道
腎
蝋
病

　

患
者
連
絡
協
議
会
（
略
称
道
腎
協
、

　

以
ド
本
会
と
略
す
）
と
し
、
全
国
腎

　

瞰
病
患
者
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
。

第
２
条
（
‐
的
）

　
　

本
会
の
‐
的
は
。
次
の
各
心
ｆ
項
と

　

す
る
、

　

１
。
す
べ
て
の
腎
瞰
病
心
行
相
。
～
の

　
　

繩
験
交
流
と
親
睦
を
図
る
。

　

２
、
腎
臓
病
治
療
と
予
防
の
た
め
の

　
　

医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の
充

　
　

実
・
向
ト
を
め
ざ
す
。

　

３
、
腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医
療
と

　
　

生
活
の
権
利
を
守
り
、
貞
の
杜
会

　
　

保
障
制
度
の
確
｡
･
＾
を
め
ざ
す
。

第
３
条
（
乍
業
）

　
　

本
会
は
第
２
条
の
‐
的
を
達
成
す

　

る
た
め
に
は
、
次
の
か
か
げ
る
諸
活

　

動
を
お
こ
な
う
。

　

ｌ
．
腎
膿
病
患
者
の
医
療
と
生
活
を

　
　

守
り
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
法
的
、

　
　

行
政
的
、
医
学
的
要
求
を
関
係
諸

　
　

機
関
に
働
き
か
け
る
。

　

２
．
必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集
と

　
　

作
成
。

　

３
、
槻
関
紙
誌
発
行
と
配
布
。

　

４
．
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
間
の

　
　

交
流
。

　

５
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
の
強

　
　

化
と
未
組
織
忠
者
会
の
組
織
化
。

　

６
、
他
の
患
者
・
障
書
青
組
織
な
ど

　
　

必
要
な
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
。

　

７
、
そ
の
他
、
‐
的
を
達
成
す
る
た

　
　

め
の
諸
活
動
。

第
４
条
（
組
織
）

　
　

本
会
は
、
腎
臓
病
患
者
お
よ
び
そ

　

の
家
族
を
主
た
る
構
成
員
と
す
る
患

　
　

松
会
は
。
本
会
の
協
議
、
議
決
隣

　

関
で
あ
っ
て
、
毎
年
―
回
会
艮
が
招

　

集
す
る
。
総
会
は
、
全
体
会
議
に
す

　

る
。
な
お
、
文
書
に
よ
る
発
会
‥
も
で

　

き
る
。
総
会
で
は
、
次
の
嘔
項
を
協

　

議
決
定
す
る
。

　

１
．
活
動
報
告
と
決
算
お
よ
び
会
計

　
　

監
査
報
告
の
承
認
。

　

２
、
活
動
方
針
と
予
算
の
決
定
。

　

３
、
役
員
の
選
出
。

　

４
、
規
約
の
改
廃
。

第
７
条
（
臨
時
総
会
）

　
　

加
盟
組
織
の
３
分
の
１
以
ｈ
の
要

　

求
が
あ
っ
た
と
き
。
ま
た
は
。
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
誰
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、

　

臨
時
総
会
を
ひ
ら
か
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
。

者
組
織
で
構
成
さ
れ
る
連
絡
協
離
会

　

第
８
条
（
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
）

　

と
す
る
。

　
　

ま
た
。
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

　

個
人
・
団
体
（
特
別
会
員
）
の
参
加

　

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第
５
条
（
機
関
）

　
　

本
会
に
は
次
の
機
関
を
お
き
、
そ

　

の
運
営
は
合
離
に
よ
る
も
の
と
す
る
、

　

１
、
総

　
　

会

　

２
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

３
、
運
鸞
委
員
会

第
６
条
（
総
会
）

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
離
は
、
総
会
か
ら
総

会
ま
で
の
間
、
総
会
の
決
定
に
も
と

づ
き
、
必
要
な
事
項
を
協
議
決
定
す

る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
離
は
。
会
長
・
副
会

長
・
事
務
局
長
・
運
営
委
員
・
幹
事

で
構
成
し
、
年
２
回
以
Ｌ
開
催
す
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
巌
は
、
会
長
が
招
集

す
る
。
幹
事
は
。
各
組
織
か
ら
推
薦

を
受
け
た
各
１
名
の
代
表
で
。
総
会

に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
任
期

　

は
１
虻
、
と
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　

決
定
は
、
次
の
総
会
に
報
告
し
、
承

　

認
を
受
け
る
。

第
９
条
（
運
営
委
貝
会
）

　
　

運
営
委
員
会
は
。
総
会
・
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
の
決
定
に
も
と
づ
き
。
本
会

　

の
運
営
に
責
任
を
も
つ
執
行
機
関
で

　

あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
、
会

　

長
が
招
集
す
る
。

　
　

運
営
委
員
会
は
、
運
営
委
員
で
楠

　

成
す
る
。
運
営
委
員
会
に
は
必
要
な

　

専
門
部
を
お
く
。

　
　

運
営
委
員
会
の
活
動
は
。
次
の
ブ

　

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
し
承
認
を
受
け

　

る
。

第
1
0
条
（
役
員
）

　
　

本
会
に
は
、
次
の
役
員
を
お
く
。

　

役
員
は
総
会
で
選
出
す
る
。

会

　
　

長

副
会
長

事
務
局
艮

事
務
局
次
長

運
営
委
員

幹会

事計

会
計
監
査

た
だ
し
、

Ｉ
Ｑ

レ

そ
の
任
期
．

　

１
名

若
干
名

　

１
名

　

１
名

若
千
名

　

１
名

若
干
名

　

２
名

役
員
の
兼
任
は
で
き
な

7･

と
す
る
。
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な
お
、
本
会
に
相
談
役
、
顧
間
を

　

お
く
こ
と
が
で
き
る
。
相
談
役
は
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
運
営
委
員
会
に
対

　

し
。
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

顧
問
は
、
本
会
の
求
め
に
応
じ
て
。

　

必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

相
談
役
。
顧
問
は
運
営
委
員
会
が
委

　

任
す
る
。

第
1
1
条
（
役
員
の
任
務
）

　

１
．
会
長
は
。
本
会
の
業
務
を
統
括

　
　

し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　

２
、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、

　
　

会
長
に
事
故
あ
る
場
合
は
、
そ
の

　
　

任
務
を
代
行
す
る
。

　

３
。
事
務
局
長
は
。
事
務
局
の
業
務

　
　

を
総
括
す
る
と
と
も
に
。
運
営
委

　
　

員
会
の
議
決
に
も
と
づ
い
て
、
そ

　
　

の
執
行
に
あ
た
る
。

　

４
、
運
営
委
員
は
、
運
営
委
員
会
を

　
　

構
成
し
、
活
動
方
針
の
立
案
お
よ

　
　

ぴ
総
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
銕
の
議
決

　
　

し
た
奘
務
の
執
行
に
あ
た
る
。

第
拉
条
（
事
務
局
）

　
　

本
会
に
事
務
局
を
お
く
こ
と
が
で

　

き
る
。
事
務
職
員
の
採
用
は
、
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
で
決
定
す
る
。
事
務
局
は
運

　

営
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に
本
会
の

　

業
務
を
執
行
す
る
。

　

（
事
務
局
手
当
）

　
　

事
務
局
長
、
事
務
職
員
に
は
事
務

　

局
手
当
を
支
給
す
る
。
事
務
局
手
当

　

の
支
綸
額
は
、
運
営
委
員
会
で
決
定

　

す
る
。

　

（
退
職
金
手
当
）

　
　

退
職
金
支
給
規
定
に
よ
り
、
退
職

　

金
を
支
給
す
る
。
支
給
は
運
膏
委
員

　

会
で
決
定
す
る
。

第
1
3
条
（
財
政
）

　
　

本
会
の
財
政
は
会
費
・
寄
附
金
そ

　

の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。

第
1
4
条
（
会
費
）

　
　

本
会
の
会
費
は
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ

　

ク
・
組
織
の
構
成
員
１
名
に
つ
き
、

　

１
ヵ
月
３
５
０
円
と
す
る
。

　
　

（
内
訳
全
腎
協
１
５
０
円
、
道
腎

　

協
２
０
０
円
）

第
1
5
条
（
会
計
年
度
お
よ
び
会
計
処
理
）

　
　

本
会
の
会
訃
年
度
は
、
４
月
１
口

　

か
ら
翌
年
３
月
3
1
日
ま
で
と
す
る
。

一
1
6
条
（
会
計
監
夷
）

　
　

本
会
の
会
計
監
査
は
、
会
計
年
度

　

内
に
２
回
お
こ
な
う
。

第
1
7
条
（
加
盟
お
よ
び
退
会
）

　
　

本
会
へ
の
加
盟
は
、
第
４
条
に
定

　

め
る
団
体
加
盟
を
原
則
と
し
、
運
営

　

委
員
会
の
鍛
を
経
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

議
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

　
　

退
会
に
つ
い
て
は
、
加
盟
組
織
か

　

ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
運
営
委
員
会

　

の
承
認
を
得
る
。
運
営
委
員
会
は
、

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
総
会
に
報
告
す
る
。

第
1
8
条
（
附
則
）

　

１
、
こ
の
規
約
の
改
廃
は
総
会
で
お

　
　

こ
な
う
。

　

２
、
こ
の
規
約
は
総
会
で
決
定
後
直

　
　

ち
に
効
力
を
有
す
る
。

　

３
、
こ
の
規
約
に
よ
る
細
則
を
設
け

　
　

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

４
．
こ
の
規
約
は
平
成
元
年
５
月
2
8

　
　

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

　

５
、
こ
の
規
約
は
平
成
２
年
５
月
2
7

　
　

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

　

６
、
こ
の
規
約
は
平
成
３
年
６
月
２

　
　

口
か
ら
効
力
を
発
す
る
、
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氏名

㎜■■ｗ

住所

一一一

電話

－
Ｔ

-

文書発

-

ノ

言 用紙

男・女

　

ｉ年齢

所属腎友会ｉ

　　

規約第６条により会員は文書で意見を述べることができます。活動

　

方針案等に対し、ご意見のある方はこの用紙にご意見を書いてお送り

　

ください。

　

(送付先:〒001札幌市北区北35条西５丁目ＡＭＳ南麻生308遭腎協)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月30日必着

意

　

見

　

書

　　

－

　　

－
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道腎協加盟組織一覧表

　会　　　　　　名

札幌腎臓病患者友の会

　　－　一一一
小樽後志地方腎友会

　一一一　一一一‥
旭川地方腎友会

稚内地方腎友会

　〒

‥-

　－

097

一一一

〇77

－－－

041

　　住　　　　　　　　所
-－　一札幌市東区

小樽市

旭川市

　電話番ゆ

－　‥－

稚内i↑i中火4
mil番６号

　　　　　　市立病院透析室内
-－
留萌市寿町１丁目
　　　　　市立総合病院透析室内

0162-23-2771
－　　一一一

01644-2 1500留萌地方水無人腎友会

道南腎臓病患者連絡協議会
函館市美原２丁目13番８号

　　函館メディカル鳥居泌尿器科医院内
0138-46 5657

苫　小牧腎　友会

－－

　050

苦小牧市

室蘭地方腎友会 室蘭市東町2－1－19
　　　　室蘭市障害者総合福祉センター内 0143-45-6849

腎友会滝川クリニック透析者の会073 滝川市有明町２丁目4 -45　　　　腎友会滝川クリニック　透析室内 0125-24 2125

十勝地方腎友会
広尾郡大樹町

釧路地方腎友会 085 釧路市川北･1-17　　　　　　　身体障害者福祉センター内 0154-25 2012

北見地方腎友会 北見市

オホーツク腎友会 網走市

紋別地方腎友会 紋別郡遠軽町

夕張腎臓病友の会 夕張市

岩　見沢腎　友会 樺戸郡月形北農場

江別腎臓病患者会 069 江別市野幌町代々木町81の６
　　　　　　　漢和会江別病院透析室内

011-382 nil

浦河地区腎友会 浦河郡常盤町

根室地方腎友会
一一一

根室眼光洋町
-

千　歳　腎　友　会 千歳市

深　川　腎　友　会

北海道腎臓病患者連絡協議会

一一一一　　　　　　一一

　全国腎臓病患者連絡脇議会

074 深川市５条６番10号　　　　　　深川市立総合病院透析室内 01642-2 1101

-－　－
011-747 0217

一一一一一一
03･3985-7760

001 札幌市北区北35条西５丁目１番10号
　　　　　　　　　　　ＡＭＳ南麻生308号

171 東京都豊島区目白2－38－2　紫出会ビル
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